
夏の海岸で母子セックス 息子に妻を寝取られた夫 
 
「ねぇ！！連れてってよ！！連れてってってば！！」 
「ねぇこんなにタケシも行きたいって言ってるんだしいいじゃないパパ・・・」 
「そんなに行きたきゃ二人で行って来ればいいじゃないか。何度も言わせるな。忙しいん

だ」 
夏になり常に汗ばむ日々です。 
私は現在夫、息子の３人で暮らしています。 
夫は休みになっても仕事が忙しい日々が続き、海に行きたいとねだる息子の相手をしてや

れないというのです。 
普段でさえ夫は休みが取れる日が極端に少なく、休日なども息子と遊んでくれることはほ

ぼゼロに等しい状態です。 
夫がそんなものですから、結局息子が海へ行きたいという要望は私が一人で聞いてやるこ

とになりました。 
 
それが・・・・・・・・。 
あんなことになるなんて・・・・・・・・。 
 
ひと夏の思い出。とてもそれだけでは片付けられないような罪深い行為を、私は息子と犯

してしまったのです。夏の海辺でのことです。私があんな派手な水着を持っていってしま

ったことが悪かったのでしょうか。それとも夏の濃い暑さが私たちの何かを狂わせてしま

ったのでしょうか。私たちは現在、何もなかったように暮らしていますが、私と息子の中

には今も深く深く刻み込まれているのです。あの日の強烈な思い出が・・・・。 
 
自宅から車で３時間ほどかけて遠目の浜辺へ行きました。もっと近くに別の浜辺があって、

息子が小さいころなどにはそこへ連れて行っていたのですが、息子が遠くへ行きたいとい

ったのと、久しく家族で外出をしていなかったということもあり、遠出をしてみたのです。 
「瀬尾（せお）海岸へ行けるなんて嬉しいよ。ずっと前から行きたかったんだ」 
「仕方ない子ね。ほんとにわがままなんだから。パパ困ってたでしょ？」 
「だって行きたいんだもん！！！」 
「今度行ったらしばらくは外出できないわよ。タケシももう子供じゃないんだから」 
背丈も大きくなり、私が言った通りタケシはもう子供なんかじゃありませんでした。 
外出したいと久しぶりに執拗にねだるタケシが少し不思議だった程です。 
 
車中、私たちは爽快な気候のもと空いた田舎道を走りながら景色を眺めていました。 
「清々しいわね」 



「気持ちいいよ、ママ」 
「事前に天気予報を見ていく日決めておいたけど、予想通り晴れててよかったわ」 
「たっぷり泳ごうね、ママ」 
「えぇ！！？そんなこと・・・・・・・ママは見てるだけのつもりよ？タケシが泳ぐんで

しょ？いちおう水着は持ってきたけど・・・」 
昔の記憶がよみがえります。以前は仕事にも余裕があった主人と私が見守る中、私の腰ほ

どの背丈しかなかった幼い息子が楽しそうに浮き輪やイルカのフロートをもって泳いでい

たのを。 
「ママも一緒に泳ごうよ！！昔みたいに！！」 
あの頃は私も一緒に泳いだりもしていました。 
だけど私ももういい年、憚る気もありましたから。 
 
そして到着した海岸。 
タケシに妙にしつこくねだられた結果、私も水着になることにしました。 
「泳ぐかどうかは分からないわよ？そんなに言うんなら一応水着には着替えるわ」 
すると・・・・。 
「うん。いいんだよ。僕もママの水着姿が見たいだけだから・・・・・・」 
「・・・・・えっ！？」 
私は少し困惑してしまいました。 
 
「僕・・・・・・パパが来れないこと知ってて言ってたんだもん」 
 
涼しい夏風が通り抜ける海辺。 
 
下を向き呟くように息子は言いました。 
息子からの予想外の言葉の連続。一応といっては何ですが、訳も分からないまま私は水着

に着替えました。 
脱衣所で着替え、すでに着替えを終えていた息子のところへ戻っていきます。 
膨らんだ胸部とお尻。この年の割にはまだプロポーションには自信がありますが、お尻や

腹部には少し贅肉もついてきました。 
「だけど、どういうこと？さっきの・・・・タケシ・・・・」 
「ママ・・・・・水着姿エッチだね・・・・・」 
「！！？」 
そういうと、息子は海に向かって走り出しました。浮き輪も何も手に持たず駆けていく息

子のまだ日焼けしていない背中を見ていました。 
 



“エッチだね” 
 
私の中には息子の言葉がこだまします。 
息子が身体的にも精神的にも大人へと成長していることをぼんやりと実感するとともに、

一つの疑惑が私の中に出てきます。 
 
”私の水着姿が目的だったの・・・・？” 
 
呑み込めないようなもやもやした気持ちは、泳ぎ終えて帰ってきた息子が放った衝撃の言

葉ではっきりと上書きされてしまいました。 
 
夏にしては涼しいうららかな気候。久々の心地よい海岸・・・・・・・。 
風吹き抜ける・・・・・・・・・・。 
 
「僕ね、今日母さんにセックスを教えてもらいたいんだ！！！」 
 
「えっ！！！！？？？」 
 
僕の股間見てよ。 
見ると、ボクサー型の水着がこんもりとしています。 
 
息子は私の水着姿を見て勃起していたのです。 
 
 
 
体験版はここまでです。続きは製品をご購入下さい。 


